
お
け
る
人
間
の
弱
い
赤
裸
々
な
面
を
表
し
、
全
く
餓
鬼
道
を
思

わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
学
歴
も
教
養
も
地
位
身
分

な
ど
は
全
く
関
係
な
く
、
そ
れ
ら
は
平
常
の
社
会
生
活
で
し
か

通
用
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

平
成
九
年
七
月
十
三
日
よ
り
五
日
間
、
全
抑
協
の
シ
ベ
リ
ア

慰
霊
訪
問
団
に
参
加
し
、「
背
広
姿
で
の
シ
ベ
リ
ア
訪
問
」
の

永
年
の
念
願
を
漸
く
果
た
し
た
。

私
達
第
二
班
の
訪
問
地
は
、
ウ
ス
リ
ー
ス
ク
と
ア
ル
セ
ニ
エ

フ
周
辺
で
あ
り
、
私
の
希
望
地
と
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
い
ず

こ
も
私
の
い
た
作
業
地
と
環
境
が
似
て
お
り
、
当
時
の
生
活
を

偲
ぶ
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
十
ヵ
所
の
墓
地
を
慰
霊
訪
問
し
た

が
、
既
に
石
碑
や
墓
標
が
建
っ
て
い
た
所
も
あ
り
、
私
達
は
新

た
に
二
ヵ
所
に
、
日
本
よ
り
持
参
し
た
白
木
の
墓
標
を
建
て
て

供
養
し
た
。
黙
祷
・
弔
辞
・「
異
国
の
丘
」
の
斉
唱
・
読
経
と
、

全
員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
亡
き
戦
友
や
肉
親
の
冥
福
を
涙
な
が
ら
に

祈
っ
た
。

大
切
な
私
の
青
春
を
奪
っ
た
三
年
間
の
抑
留
生
活
は
、
私
に

強
い
反
ソ
感
情
を
抱
か
せ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
反
面
、
多

く
の
貴
重
な
教
訓
も
与
え
ら
れ
た
。
来
年
五
月
で
私
の
帰
還
五

十
年
を
迎
え
る
。
今
で
は
怨
讐
を
越
え
て
、
ロ
シ
ア
経
済
の
立

ち
直
り
と
ロ
シ
ア
国
民
の
幸
福
と
を
心
よ
り
念
じ
る
心
境
に
至
っ

て
い
る
。

抑
留
三
年
の
記
　 

岐
阜
県
　
可
知
滋
男
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
現
地
応
召
、

牡
丹
江
兵
事
部
に
出
頭
、

な
ぜ
か
兵
事
部
前
で
開
拓
団
幹
部
に
十
二
人
ほ
ど
見
捨
て
ら
る
。

十
一
日
、
星
輝
中
学
校
庭
で
部
隊
編
成
、
牡
丹
江
特
設
警
備
隊

豊
浦
部
隊
三
浦
大
隊
山
本
中
隊
に
編
入
、
十
五
日
、
牡
丹
江
撤

退
、
十
八
日
、
横
道
河
子
で
停
戦
、
二
十
三
日
に
拉
古
ま
で
戻

る
。
官
舎
を
鉄
条
網
で
囲
っ
て
収
容
所
建
設
、
こ
こ
で
千
人
単

位
の
梯
団
編
成
あ
り
、
第
五
大
隊
（
三
浦
大
隊
）

。

九
月
八
日
、
拉
古
を
出
発
し
、
歩
い
て
綏
芬
河
を
越
え
、
グ

ロ
デ
コ
ー
ヴ
ォ
で
車
に
乗
せ
ら
れ
着
い
た
所
は
ス
イ
ソ
エ
フ
カ

の
山
の
中
、
五
六
八
労
働
大
隊
。
薪
伐
採
で
越
冬
、
ノ
ル
マ
は

一
人
一
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
で
三
〇
％
ほ
ど
、
成
績
如
何
で
糧



秣
の
増
配
あ
り
で
、
上
の
者
よ
り
し
ぼ
ら
れ
る
。
零
下
四
十
度

の
作
業
も
今
は
夢
。

二
十
一
年
四
月
ア
ン
ト
ノ
フ
カ
に
全
移
動
、
用
材
伐
採
と
搬

出
、
白
樺
や
イ
タ
ヤ
楓
の
幹
に
傷
を
付
け
て
樹
液
を
採
っ
て
煮

詰
め
て
甘
味
料
と
す
る
。
ワ
ラ
ビ
と
ヨ
モ
ギ
で
餅
を
作
っ
て
焼

い
て
食
う
。
蚊
の
大
群
に
閉
口
。

八
月
初
め
、
五
十
人
ほ
ど
で
移
動
、
海
岸
近
い
山
中
で
ノ
ブ

イ
モ
ス
コ
ウ
と
い
う
、
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
切
り
開
い
て

い
く
伐
採
、
百
五
十
人
ほ
ど
の
収
容
所
。
川
の
増
水
で
糧
秣
が

切
れ
て
、
三
日
ほ
ど
塩
茶
の
み
の
事
あ
り
。

山
ブ
ド
ウ
と
茸
が
豊
富
。
蝸
牛
の
大
き
な
の
が
い
て
焼
い
て

食
う
。
十
月
、
身
体
検
査
で
三
級
者
に
な
り
、
十
五
人
ほ
ど
山

を
下
り
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
沿
線
の
ラ
ス
ド
ニ
ヤ
収
容
所
、
百
五

十
人
ほ
ど
に
落
ち
つ
く
。
作
業
は
五
階
建
て
の
建
物
の
内
装
工

事
で
、
左
官
仕
事
。
十
一
月
、
街
外
れ
の
第
二
分
所
へ
移
る
。

五
十
人
ほ
ど
で
、
製
板
、
貨
車
お
ろ
し
等
の
作
業
。
電
灯
が
あ

る
収
容
所
。
飯
分
配
を
棹
秤
を
各
班
作
っ
て
い
て
朝
食
は
何
グ

ラ
ム
と
炊
事
の
報
告
で
量
っ
て
分
配
。
た
ま
げ
る
。

二
十
二
年
四
月
、
三
十
人
ほ
ど
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
へ
材
木
の
船

積
み
に
出
張
。
入
船
ま
で
は
ノ
ン
ビ
リ
と
潮
風
に
当
た
っ
て
い

た
が
、
入
船
後
は
昼
夜
二
交
替
で
夜
に
回
さ
れ
グ
ロ
ッ
キ
ー
。

出
船
後
直
ち
に
ラ
ス
ド
ニ
ヤ
へ
一
ヵ
月
ぶ
り
に
帰
る
。
着
い
た

ら
増
員
し
て
出
発
。
平
原
に
着
い
た
ら
張
鼓
峰
と
の
こ
と
。
旧

満
州
か
ら
馬
の
来
る
の
を
待
っ
て
、
百
五
十
頭
受
け
取
り
、
貨

車
に
乗
せ
出
発
。
着
い
た
所
は
、
お
な
じ
み
の
ス
イ
ソ
エ
フ
カ

五
六
九
労
働
大
隊
の
山
の
分
所
へ
。

馬
車
で
薪
材
を
出
す
作
業
、

馬
に
使
わ
れ
て
休
日
も
何
も
無
し
。
馬
糧
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

馬
な
ら
ぬ
人
の
口
に
か
な
り
入
る
。
管
理
不
十
分
で
十
一
月
初

め
国
営
農
場
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
馬
を
渡
す
ま
で
に
二
十
頭
ほ
ど
あ

の
世
送
り
。
人
の
口
へ
も
入
っ
た
様
子
。
馬
を
出
し
た
我
々
も

収
容
所
を
た
た
ん
で
更
な
る
山
奥
の
分
所
へ
。

二
十
三
年
一
月
、
三
級
者
十
三
人
下
山
命
令
、
ス
イ
ソ
エ
フ

カ
の
病
院
の
下
働
き
。
ボ
イ
ラ
室
へ
の
石
炭
運
搬
、
山
へ
の
薪

材
積
み
等
、
ま
た
ヤ
ミ
仕
事
の
将
校
官
舎
の
雑
役
、
薪
割
り
等
、

証
明
書
一
つ
で
か
な
り
街
を
歩
い
た
。
五
月
、
ソ
軍
医
来
た
り

検
査
、
我
々
五
人
は
山
へ
。
残
り
は
ダ
モ
イ
ら
し
い
。
山
の
分

所
で
一
ヵ
月
足
ら
ず
で
六
月
夜
半
に
下
山
し
、
国
営
農
場
ソ
フ

ホ
ー
ズ
の
使
役
二
十
人
。
前
任
者
の
小
舎
で
炊
事
を
す
る
こ
と



に
な
る
。
皆
の
仕
事
は
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
草
取
り
、
漬
物
用
の
ト

マ
ト
の
収
穫
。

九
月
交
替
命
令
で
交
替
し
て
、
原
隊
、
ス
イ
ソ
エ
フ
カ
駅
前

に
帰
る
。
山
の
分
所
も
終
え
て
駅
前
に
集
合
し
、
五
百
人
ほ
ど
、

主
に
土
場
整
理
。
十
月
半
ば
ダ
モ
イ
実
現
。
最
後
の
貨
車
積
み

で
一
人
犠
牲
の
出
た
の
は
痛
恨
事
。
積
み
込
ん
だ
貨
車
に
乗
っ

て
ス
イ
ソ
エ
フ
カ
さ
ら
ば
。

ナ
ホ
ト
カ
で
五
十
人
ほ
ど
残
さ
れ
た
組
に
入
り
、
船
積
み
に

従
事
。
十
月
二
十
八
日
か
二
十
九
日
入
港
の
英
彦
丸
に
乗
船
で

き
る
。
主
力
は
千
五
百
人
ほ
ど
、
モ
ス
ク
ワ
帰
り
で
、
二
千
五

百
人
と
引
揚
げ
始
ま
っ
て
以
来
の
乗
船
数
で
あ
っ
た
と
か
。
船

内
で
リ
ン
チ
し
き
り
。

十
一
月
一
日
、
夢
見
た
日
本
、
舞
鶴
港
へ
着
く
。
早
朝
、
緑

濃
き
日
本
の
山
々
を
眺
め
て
落
涙
。
上
陸
し
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
洗
礼
、

入
浴
、
復
員
業
務
を
終
わ
り
、
郷
土
室
で
近
親
者
の
懐
か
し
い

便
り
を
読
ん
で
い
る
折
、
戸
外
で
大
乱
闘
、
十
人
ほ
ど
タ
ン
カ

で
運
ば
れ
る
。

十
一
月
五
日
、
七
年
ぶ
り
に
故
郷
の
駅
頭
に
立
つ
。

シ
ベ
リ
ア
の
労
苦
も
、
同
じ
日
本
人
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ

た
事
が
沢
山
あ
っ
た
の
が
誠
に
哀
し
い
事
で
残
念
で
な
ら
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
を

赤
化
と
敬
遠
さ
れ
た
屈
辱
　 

岐
阜
県
　
吉
村
昭
春
　 

昭
和
十
五
年
十
二
月
、
満
州
牡
丹
江
省
寧
安
県
七
星
坂
下
村

に
開
拓
団
と
し
て
入
植
し
ま
し
た
。
同
所
に
は
す
で
に
我
が
坂

下
町
の
先
遣
隊
が
開
村
さ
れ
て
お
り
、
希
望
に
燃
え
て
渡
満
い

た
し
ま
し
た
。
赤
い
夕
陽
の
茫
々
た
る
大
地
を
目
の
前
に
し
て

思
わ
ず
胸
の
た
か
ま
り
を
覚
え
た
の
を
、
つ
い
昨
日
の
出
来
事

の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
召
集
で
三
浦
大
隊
に
入
隊
い
た
し

ま
し
た
が
、
間
も
な
く
終
戦
を
迎
え
横
道
河
子
で
武
装
解
除
を

受
け
、
昭
和
二
十
年
九
月
十
二
日
に
入
ソ
、
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
の

収
容
所
に
入
り
、
抑
留
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
な
ど
三
ヵ
所
ほ
ど
転
々
と
収
容
所
を

変
わ
り
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
明
優
丸
で
帰
国
す
る
ま
で
三




